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可能です。「公募制推薦入試 前期日程」では、『総合評価
型』と『基礎評価型』の各方式を合わせて、1日あたり最

大4出願（国際学部は5出願）できます（他学部・学科併願を除く）。
「公募制推薦入試 後期日程」では、『総合評価型』と『基礎評価型』
を併願することで最大２出願（国際学部は3出願）できます（他学部・
学科併願を除く）。

「公募制推薦入試」で同一日または
複数日で併願することはできますか?

他学部・学科併願制度は、１回の受験で各併願方式内で２学
部・学科を同時出願できるもので、それぞれの学部・学科で

合否を判定します。入学検定料については併願分の検定料が必要です。
受験番号もそれぞれで発行されますが、受験票は第一志望学部・学科
のものが発行されます。
第二志望制度は、定められた学部・学科間で第一志望、第二志望を登録
して出願することができます。第一志望に合格すると第二志望の判定
は行われません。なお、第二志望制度の入学検定料は無料です。
座席番号および受験票は試験日ごとで共通です。それぞれの制度で
出願できる学部・学科についてはP.09をご参照ください。

他学部・学科併願制度と第二志望制度の
違いを教えてください。

可能です。公募制推薦入試は併願制のため、合格後に一般
選抜を受験することに制限はありません。

また、一般選抜 前期日程（3科目型）・共通テスト利用入試 前期では、
「特別奨学金制度」がありますので、公募制推薦入試で合格し入学手続
を完了後、本学への入学権利を保持したまま、この制度にチャレンジす
ることも可能です。詳細はP.17をご参照ください。

公募制推薦入試に合格後、
一般選抜を受験することはできますか？

それぞれの入試に特徴がありますのでどちらが合格しやす
いということはありませんが、公募制推薦入試から受験す

る方が合格のチャンスが広がりますので、早期に実施する入試から
積極的な出願をお薦めします。合格を勝ち取れるよう、早期から受験
勉強を始めましょう。

公募制推薦入試と一般選抜では
どちらが合格しやすいですか？

身体に障がいがある等、受験時や入学後の修学等において
個別の配慮が必要な場合は、出願前に本学入試部まで事前

に相談してください。内容や状況に応じて必要な書類を提出いただく
場合があります。詳細は各入試の「学生募集要項」をご確認ください。

受験上の配慮が必要な場合はどうすればよいですか？

合格最低点はP.55以降に掲載しています。また、本学ホーム
ページ（入試情報）にて公表していますので、参考にして

ください。ただし、合格最低点は、得点調整後の点数です。

合格最低点は公表していますか？

十分可能といえます。公募制推薦入試の出願に際しては学
習成績の状況の制限はありません。「公募制推薦入試」の

『総合評価型』では、調査書の全体の学習成績の状況を10倍して点数
化しますが、適性検査（筆記試験）の出来次第で十分合格を勝ち取る
チャンスがあります。 P.55～58の入試結果も参照してください。
『基礎評価型』は、適性検査（筆記試験）の得点および入学希望理由書
を含めて（「公募制推薦入試後期日程」の薬・看護学部は面接あり）
総合的に合否を判定します。また、前期日程不合格でも後期日程で
合格するケースもありますので、ぜひチャレンジしてください。

高校の学習成績状況に不安があるのですが、
「公募制推薦入試」で合格できますか?

ありません。同一時限の全試験科目を一冊にした問題冊子
を配付しますので、試験当日に試験会場で選択できます。

ただし、試験開始30分後に、解答しない科目の解答用紙を回収します。

選択科目は、出願時にあらかじめ登録する
必要があるのでしょうか？

「公募制推薦入試」、「一般選抜」ともに高校の教科書の内
容をしっかり理解しておいてください。「公募制推薦入試」

は例題や基本問題を中心に、「一般選抜」は応用問題も手がけるよう
対策しておくと良いでしょう。その上で、本学の過去問題を解き、出題
傾向や問題の形式などをしっかりつかむようにしてください。本学
ホームページ（入試情報）に過去問題を掲載しています。

受験対策についてアドバイスをお願いします。

　その他の入試
・入学検定料　　P.14

試験日・試験地 出願期間 合否発表日 入学手続期間

12 ⁄ 26㊏11⁄1㊐ー11⁄13㊎
※当日消印有効

一括

分割

12 ⁄26㊏ ー 2027年1⁄18㊊
一次： 12 ⁄26㊏ ー 1⁄18㊊
二次： 12 ⁄26㊏ー 2 ⁄4㊍

募集学部 募集人員（人） 選抜方法

外国人留学生入試

法学部 国際学部 経済学部 経営学部 現代社会学部

理工学部 薬学部 看護学部 農学部
若干名

学科試験、
小論文（法学部・経営学部のみ）、

面接

試験日・試験地 出願期間 合否発表日 入学手続期間

募集学部 募集人員（人） 選抜方法

社会人入試

若干名 小論文、面接

試験日・試験地 出願期間 合否発表日 入学手続期間

募集学部 募集人員（人） 選抜方法

帰国生徒入試

若干名 学科試験、小論文、面接

試験日・試験地 出願期間 合否発表日 入学手続期間

12 ⁄ 26㊏

募集学部 募集人員（人） 選抜方法

編入学試験

法学部 国際学部 経済学部 経営学部
２年次・３年次

若干名
２年次・３年次

若干名

英語、小論文
面接、出身学校成績

学科試験※1

面接、出身学校成績
理工学部

入学年次は1年次となります。

12 ⁄ 26㊏11⁄1㊐ー11⁄13㊎
※当日消印有効

12 ⁄ 26㊏11⁄1㊐ー11⁄13㊎
※当日消印有効

11⁄13㊎ ー 11⁄20㊎
※当日消印有効

1. 事前相談期間を設け、出身学校における修得単位(当該年度末までの修得見込単位を含む)を出願学部・学科の基準により認定できるかどうかの仮認定を行います。
その結果、出願学部・学科の3年次進級要件に満たない場合は、3年次編入の出願を認めません。なお、期間中に事前相談を行わない者は出願を認めません。

2. 編入年次は、学科試験等の結果に加えて、上記の事前相談結果に基づいて決定します。
3. 最終的な単位認定数は、出身学校における当該年度末までの修得単位の結果に基づいて決定します。

〈注意〉 

※1　理工学部の学科試験科目
数学・英語・生物
数学・英語・描画

生命科学科
住環境デザイン学科
建築学科／都市環境工学科
機械工学科／電気電子工学科（3年次）
電気電子情報工学科（2年次）

数学・英語・専門基礎

一括

分割

12 ⁄26㊏ ー 2027年1⁄18㊊
一次： 12 ⁄26㊏ ー 1⁄18㊊
二次： 12 ⁄26㊏ー 2 ⁄4㊍

一括

分割

12 ⁄26㊏ ー 2027年1⁄18㊊
一次： 12 ⁄26㊏ ー 1⁄18㊊
二次： 12 ⁄26㊏ー 2 ⁄4㊍

一括

分割

12 ⁄26㊏ ー 2027年1⁄18㊊
一次： 12 ⁄26㊏ ー 1⁄18㊊
二次： 12 ⁄26㊏ー 2 ⁄4㊍10 ⁄5㊊ ー10 ⁄19㊊

事前相談期間

12 ⁄ 5㊏
大阪（本学：寝屋川キャンパス）

12 ⁄ 5㊏
大阪（本学：寝屋川キャンパス）

12 ⁄ 5㊏
大阪（本学：寝屋川キャンパス）

12 ⁄ 5㊏
大阪（本学：寝屋川キャンパス）

併願
可能

法学部 国際学部 経済学部 経営学部 現代社会学部

理工学部 看護学部 農学部

法学部 国際学部 経済学部 経営学部 現代社会学部

理工学部 薬学部 看護学部 農学部

※入学手続は「一括手続」または「分割手続」のいずれかを選択できます。

※入学手続は「一括手続」または「分割手続」のいずれかを選択できます。

※入学手続は「一括手続」または「分割手続」のいずれかを選択できます。

※入学手続は「一括手続」または「分割手続」のいずれかを選択できます。

詳細は各入試の
「学生募集要項」で
確認してください。
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